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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population 
Prospects:The 2008 Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, 
World Population Prospects:The 2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基

に作成されたもの）

（注）各国GDPは2006年為替レートによる
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による



5

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの）
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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実現年 課題

2027

高齢者および障害者の生活支援ロボットを含めた知的コミュニケーション型住環境システム

高齢者や子供乗せ利用者が安全かつ高速で車道を走行できる，様々なセンサーと、危険回避シス
テムを備えた実用価格帯の自転車が普及する

2028 感覚機能を備えた義手・義足

2029 言語だけでなく文化的背景や地名人名などの固有名詞なども自動学習し機械翻訳できるシステム

2030
超高齢社会において高齢者が単独で安心してdoor-to-door の移動ができる、地区から広域に至る
シームレスな交通システムが普及する

2033

筋萎縮性側索硬化症（ALS）などの運動障害のある人が自分の意志・意図を直感的に対話相手に伝
えられるようなポータブル会話環境

統合失調症やそううつ病の原因の分子レベルでの解明に基づく治療法

幹細胞の移植により、脳機能障害からの回復を促進する治療法

高齢者の脳機能の低下を抑制し、認知症の体系的な予防・治療法

2034
発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥・多動性障害〈ADHD〉）の分子レベルでの原因
解明に基づく治療法

2038 視覚障害者が健常者と同程度の安全性で日常生活を送ることができる人工視覚

2039
第三者の視覚、聴覚の支援を行うための、自分の目や耳で得た情報を当該第三者の脳に直接伝達
する技術

資料：文部科学省「第９回デルファイ調査」2010年

未来技術年表：研究者が予測する技術の社会実用化予測年

●実現可能な情報コミュニケーション・医療技術が、ユニバーサルな世界づくりに貢献

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（５）未来技術
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●５年前に現住所に住んでいた福岡市民の割合は56.5％、大都市のなかでは最も低い値
●福岡市は、市内移動も流入流出も多い

大都市都市別　５年前の常住地の割合(2010年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●参考：居住年数10年未満の人が50％、20年以上の人は20％
（現在の場所に住んでいる人）

40.9

40.9

38.9

34.6

32.9

32.4

31.3

28.9

28.8

28.7

27.9

27.6

26.9

26.3

25.9

25.9

25.0

23.7

21.4

20.1

0 20 40 60

浜松市

新潟市

静岡市

京都市

岡山市

北九州市

堺市

さいたま市

千葉市

名古屋市

相模原市

広島市

仙台市

横浜市

神戸市

大阪市

東京23区

札幌市

川崎市

福岡市

居住年数20年以上人口比率大都市比較

(％)

資料：平成22年国勢調査速報
(注)1％抽出による速報値
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は

1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）くらしのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

●福岡市の歩道設置割合は24％、バリアフリー化率は63％、
とハードのユニバーサルデザイン化は進んできている
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）こころのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

●福岡市の心のユニバーサルデザイン化は、まだまだ、進めていく余地がある
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(注)それぞれの人々について差別や偏見がなく人権が尊重されているかどうかについて

「A.重視されている」「B.重視されていない」のどちらに近いかを質問

肯定評価：「Aに近い」「ややAに近い」の合計値、否定評価：「Bに近い」「ややBに近い」の合計値
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●福岡市で、障がいを持つ方のほとんどが１８歳以上
●まわりの人から見て「障がいを持つ」ことがわからない方が４割以上

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●参考：障がいを持つ方に関する定義

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

障がいの定義
対象年齢

（適用される法律） 福岡市における実態把握

福岡市障がい児・者等実態調査

●身体障がい者調査

●知的障がい者調査

●障がい児調査

●発達障がい児・者調査

福岡市精神障がい者の実態と
保健医療福祉サービスに関する調査

者
18歳以上

（精神障害者福祉法
第5条）

精
神
障
が
い 児

18歳未満
（精神障害者福祉法

第5条）

統合失調症、精神作業物質による急性中毒又はそ
の依存症、知的障がい、精神病質その他の精神疾
患を有するもの

身
体
障
が
い

者

児

18歳以上
（身体障害者福祉法

第4条）

18歳未満
（児童福祉法第4条

第2項）

下記に掲げる身体上の障がいがあり都道府県知事
から身体障害者手帳の交付を受けたもの
（障がいの種類）
①視覚障がい
②聴覚又は平衡機能の障害
③音声機能、言語機能又は咀しゃく機能の障がい
④肢体不自由
⑤心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障がいその他
政令で定める障がい

者知
的
障
が
い 児

障がいの
種別

18歳以上
（知的障害者福祉

法）

18歳未満
（児童福祉法第4条

第2項）

知的発達の遅れ（概ねＩＱ75以下）により日常生活
への支障や、判断能力が不十分なもの

発
達
障
が
い

（発達障害者支援法第2条）

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障がい、学習
障がい、注意欠陥多動性障がいその他これに類する脳機能の障
がい。通常低年齢において発現するものとして政令で定めるも
の。18歳未満は「児」
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●福岡市民の25人に1人（56,627名）は、障がいを持つ方

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

4.0

0.5

1.0

4.0

0.5

0.04

2.5

0 1 2 3 4 5

身体・知的障がい児・

障がい者全体

身体障がい児

（18歳未満）

知的障がい児

（18歳未満）

身体障がい者

（18歳以上）

知的障がい者

（18歳以上）

精神科入院・通院患者

20歳未満

精神科入院・通院患者

20歳以上

福岡市の障がい児・障がい者（手帳所持者数）
と精神科入院・通院患者数の人口に占める割合

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）

福岡市「福岡市精神障がい者の実態と保健医療福祉サービスに

関する調査」（2011年3月）
(注)身体・知的障がい者は、身体障害者手帳、療育手帳 所持者数（2010年6月末）

人口は2010年6月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)精神科入院・通院患者は2011年11月時点の患者数

人口は2010年9月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)身体・知的障がい児、障がい者調査と精神障がい者調査の対象区分の違いにより

年齢区分が異なる

福岡市の人口に対する障がい者等人数の状況

56,627人 ※市民25人に1人が対象者

身体障がい児
（18歳未満） 1,110人

知的障がい児
（18歳未満） 2,340人

身体障がい者
（18歳以上） 47,416人

知的障がい者
（18歳以上） 5,761人

29,450人

精神科入院・通院患者
20歳未満 106人

精神科入院・通院患者
20歳以上 29,344人

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）

　　　 福岡市「福岡市精神障がい者の実態と保健医療福祉サービスに関する調査」（2011年3月）

(注)身体・知的障がい者は、身体障害者手帳、療育手帳 所持者数（2010年6月末）

　　 人口は2010年6月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)精神科入院・通院患者は2011年11月時点の患者数

　　 人口は2010年9月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)身体・知的障がい児、障がい者調査と精神障がい者調査の対象区分の違いにより年齢区分が異なる

※身体障がい児・障がい者
知的障がい児・障がい者合計

精神科入院・通院患者合計
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●身体障がいを持つ方は、６５歳以上になると、２日に１度以上外出する人が激減する
●身体障がいのなかでも、障がい部位によって、外出頻度は異なる

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

31.8

53.9

20.5

13.5

11.5

14.5

15.9

10.4

18.9

14.1

11.8

15.5

12.2

6.6

14.9

8.2

3.4

10.8

4.2

2.4

5.0

0 20 40 60 80 100

凡例

身体障がい者全体

（N=2,179)

身体障がい者

65歳未満（n=739)

身体障がい者

65歳以上（n=1,393）

身体障がい者の外出頻度

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)年齢別は「無回答」除く

月に
16回以上

月に
11-15回

月に
6-10回

月に
3-5回

月に
1-2回

外出
しない 無回答

31.8

24.8

36.6

29.0

37.2

13.5

15.5

10.8

11.7

17.7

15.9

15.5

12.2

18.4

13.5

14.1

17.4

12.7

13.6

14.8

12.2

15.5

11.7

12.8

10.9

8.2

7.5

9.4

10.6

3.3

4.2

3.7

6.6

3.9

2.6

0 20 40 60 80 100

凡例

身体障がい者全体

（N=2,179)

視覚障がい(n=161)

聴覚、平衡機能、音声・

言語障がい(n=213)

肢体不自由(n=1017)

内部機能障がい

(n=643)

身体障がい者・部位別外出頻度

(％)

月に
16回以上

月に
11-15回

月に
6-10回

月に
3-5回

月に
1-2回

外出
しない

無回答

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)障がい部位別は「その他」「無回答」除く



19

●参考

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

月に16回以上, 
56.8

月に11～15回, 
6.3

月に6～10回, 
8.0

月に3～5回, 
10.3

月に1～2回, 
9.8

外出しない, 5.3
無回答, 3.4

知的障がい者の外出頻度

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(％・N=871)

月に16回以上, 
81.7

月に11～15回, 
4.6

月に6～10回, 
6.6

月に3～5回, 
4.0

月に1～2回, 
0.9 外出しない, 0.6

無回答, 1.7

発達障がい児・障がい者の外出頻度

(％・N=350)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

月に16回以上, 
86.4

月に11～15回, 
3.5

月に6～10回, 
3.5

月に3～5回, 2.7

月に1～2回, 1.4 外出しない, 1.2

無回答, 1.4

障がい児（身体・知的・重複）の外出頻度

(％・N=740)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
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●障がいの種類によって、不便や困難を感じる場面が異なる

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

40.7

31.1

27.3

15.5

14.2

14.0

13.4

11.8

6.0

5.2

5.2

0 20 40 60

歩道に段差が多い

歩道がない道路に
危険を感じる

道路に自転車などの
障害物が多い

障がい者用
トイレが少ない

外出に経費がかかりすぎる

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

駐車場が少ない

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置
されている施設が少ない

エレベーターや障がい者用
ﾄｲﾚなどの案内標識が少ない

信号の変化がわかり
にくく、危険を感じる

まわりの人の目が気になる

身体障がい者(注)が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)身体障がい者：視覚障がい者、聴覚・平衡機能・音声・言語障がい者、肢体
　　 不自由者、 内部機能障がい者、その他障がい者の合計

(N=2,179)

40.5

36.5

25.7

20.3

17.6

16.2

10.1

8.8

7.4

6.8

0 20 40 60

歩道に段差が多い

歩道がない道路に
危険を感じる

駐車場が少ない

道路に自転車などの
障害物が多い

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

障がい者用
トイレが少ない

付き添いをして
くれる人が少ない

まわりの人の目が気になる

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置
されている施設が少ない

外出に経費がかかりすぎる

(％)

(n=148)

身体障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は身体障がい児で相対的に高い項目
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

37.4

29.9

18.6

16.8

15.4

14.7

14.1

10.9

8.4

7.9

0 20 40 60

歩道がない道路に
危険を感じる

まわりの人の目が気になる

付き添いをして
くれる人が少ない

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

外出に経費がかかりすぎる

道路に自転車などの
障害物が多い

困った時、周りの人が
助けてくれない

駐車場が少ない

歩道に段差が多い

信号の変化がわかり
にくく、危険を感じる

(％)

(n=441)

知的障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は知的障がい児で相対的に高い項目

(％)

(n=441)

知的障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

27.8

22.3

21.1

18.1

16.6

16.1

15.3

11.5

9.9

9.4

0 20 40 60

歩道がない道路に

危険を感じる

歩道に段差が多い

道路に自転車などの

障害物が多い

まわりの人の目が気になる

障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

外出に経費がかかりすぎる

障がい者用

トイレが少ない

困った時、周りの人が

助けてくれない

付き添いをしてくれる

人が少ない

駐車場が少ない

知的障がい者が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は知的障がい者で相対的に高い項目

(N=871)
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●参考

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

59.6

44.1

42.2

31.7

27.3

15.5

13.7

8.7

7.5

6.2

0 20 40 60 80

歩道に段差が多い

歩道がない道路に

危険を感じる

道路に自転車などの

障害物が多い

信号の変化がわかり

にくく、危険を感じる

視覚障がい者用の信号機、

点字ﾌﾞﾛｯｸなどの設備が少ない

障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

障がい者用

トイレが少ない

外出に経費がかかりすぎる

エレベーターや障がい者用

トイレなどの案内標識が少ない

駐車場が少ない

視覚障がいの人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

(n=161)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は視覚障がい者で相対的に高い項目

29.1

26.3

19.7

13.1

12.7

8.0

7.0

7.0

6.6

6.1

0 20 40 60 80

歩道がない道路に

危険を感じる

歩道に段差が多い

道路に自転車などの

障害物が多い

外出に経費がかかりすぎる

障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

障がい者用

トイレが少ない

駐車場が少ない

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置

されている施設が少ない

外出に必要な

情報が得られない

まわりの人の目が気になる

聴覚、平衡機能、音声・言語障がいの人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(n=213)

48.0

31.8

28.1

21.2

16.8

16.3

15.6

14.5

7.6

6.8

0 20 40 60 80

歩道に段差が多い

歩道がない道路に

危険を感じる

道路に自転車などの

障害物が多い

障がい者用

トイレが少ない

外出に経費がかかりすぎる

障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

駐車場が少ない

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置

されている施設が少ない

エレベーターや障がい者用

トイレなどの案内標識が少ない

まわりの人の目が気になる

肢体不自由の人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

(n=1,017)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は肢体不自由の人が相対的に高い項目

31.3

28.5

25.5

14.9

12.1

11.5

10.7

9.2

4.5

3.3

0 20 40 60 80

歩道に段差が多い

歩道がない道路に

危険を感じる

道路に自転車などの

障害物が多い

駐車場が少ない

外出に経費がかかりすぎる

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置

されている施設が少ない

障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

障がい者用

トイレが少ない

エレベーターや障がい者用

トイレなどの案内標識が少ない

付き添いをして

くれる人が少ない

内部機能障がいの人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(n=643)
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●身体に障がいを持つ方の１割近くが、「災害時に、頼れる人がいない」と回答

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

62.7

17.1

15.4

7.8

5.6

7.7

76.1

13.7

8.4

12.1

1.3

3.1

90.6

13.4

5.7

3.4

2.9

2.0

0 20 40 60 80 100

同居の家族

同居している家族以外の親族

友人・知人

その他

頼る必要がない

（自分で避難等ができる）

頼れる人がいない

身体障がい者(N=2,179）

知的障がい者（N=871)

発達障がい児・者（N=350)

障がい児・障がい者が災害時に頼れる人

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)障がい児調査には設問なし
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●福岡市民の約60人に1人（23,532名）は、登録外国人である

福岡市の外国人登録数推移

8,293

8,407

8,483

8,649

9,189

9,881

10,790

12,097

12,816

13,277

13,361

13,429

13,826

14,156

14,589

15,301

16,531

17,665

18,994

18,946

19,878

20,428

21,080

22,413

23,532

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009

（年）

（人）

資料：1985～2008年は大都市比較年報、2009年は法務省入国管理局調べ

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

4.6

3.9

3.0

2.9

2.9

2.2

2.1

1.7

1.4

1.2

1.0

0.5

0 2 4 6

大阪市

東京23区

名古屋市

京都市

神戸市

川崎市

横浜市

福岡市

広島市

北九州市

仙台市

札幌市

総人口に占める外国人登録者の割合【12大都市比較】

資料：人口は住民基本台帳、

外国人登録者数は法務省入国管理局調べ
（注）人口は2010年3月末、外国人登録者数は

2009年12月末を基準

（％）
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●福岡（県）は、全国でも留学・就学生が多い地域である

3,568

2,921

2,772

2,388

1,713

1,697

1,662

1,530

1,511

1,501

1,311

1,264

1,247

1,243

1,212

1,187

1,166

1,162

1,146

1,068

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

早稲田大学

立命館アジア太平洋大学

東京大学

日本経済大学

九州大学

筑波大学

大阪大学

京都大学

東北大学

名古屋大学

国士舘大学

日本大学

東京工業大学

立命館大学

大阪産業大学

慶應義塾大学

拓殖大学

北海道大学

神戸大学

千葉大学

資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」
(注)2010年5月1日現在在籍数

国内の留学生受入数上位大学

(人)

(福岡市)

(太宰府市)
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11,982

11,642

7,783

7,329

6,908

6,877

6,543

6,140

4,198

2,964

2,840

2,809

2,803

2,777

2,338

2,015

1,804

1,653

1,611

(36.9)

(6.8)

(6.7)

(4.4)

(4.2)

(3.9)

(3.9)

(3.7)

(3.5)

(2.4)

(1.7)

(1.6)

(1.6)

(1.6)

(1.6)

(1.3)

(1.2)

(1.0)

(0.9)

(0.9)

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

東京

大阪

福岡

愛知

千葉

埼玉

京都

神奈川

兵庫

大分

岡山

茨城

宮城

広島

北海道

静岡

群馬

石川

長崎

岐阜

留学生 就学生 (全国シェア)

資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」

(注)2010年5月1日現在在籍数

留学生・就学生受入上位都道府県（2010年）

(人)
64,535
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●福岡市在住の外国人の多くが、住みやすいと回答しているが、
災害避難場所など、緊急時に必要な情報を持っていない方が多い

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

知っている

31.2%

知らない

67.1%

無回答

1.7%

福岡市在住外国人の自宅近くの
災害避難場所認知状況

(N=420)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象

46.9

57.6

53.8

61.1

50.0

77.8

47.4

36.4

41.0

24.1

47.7

18.5

0 20 40 60 80 100

凡例

平成14年度調査(N=473)

平成19年度調査(N=420)

中国・台湾(n=266)

韓国・朝鮮(n=54)

その他アジア（n=44)

アジア以外(n=54)

どちらかといえ

ば住みやすい

どちらかといえ

ば住みにくい
住みやすい 住みにくい わからない 無回答

外国人の福岡市住みやすさ評価

(％)

国
籍
別

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象
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●福岡市在住の外国人には、近所に相談できる日本人や同じ国の人がいない方も少なくない

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

87.8

70.8

63.2

55.6

0 20 40 60 80 100

アジア以外(n=49)

韓国・朝鮮(n=48)

その他アジア（n=38)

中国・台湾(n=207)

(％)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象

相談できる人が「いる」とした人の国籍が「日本人」と回答した人の割合

福岡市在住外国人の国籍別 近所の相談できる日本人がいる人
（日常生活で困ったときに相談できる人が「いる」と回答した人）

64.3

63.2

60.4

34.7

0 20 40 60 80 100

中国・台湾(n=207)

その他アジア（n=38)

韓国・朝鮮(n=48)

アジア以外(n=49)

(％)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象

相談できる人が「いる」とした人の国籍が「同じ国の人」と回答した人の割合

福岡市在住外国人の国籍別 近所の相談できる同じ国の人がいる人
（日常生活で困ったときに相談できる人が「いる」と回答した人）
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●2035年、福岡市民の2人に1人が65歳以上になると予測されている

資料：国勢調査（1970年、1985年、2005年）、国勢調査抽出速報値（2010年）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」（2035年）

福岡市の構造別人口の推移

343

405

278

99

34

0 100 200 300 400 500

0－19歳

20－39歳

40－59歳

60－74歳

75歳以上

（千人）

1985年
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280 

342 

177 

60 

14 

0 100 200 300 400 500

0－19歳

20－39歳

40－59歳

60－74歳

75歳以上

（千人）

1970年（現市域）
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●老人医療費が高い福岡市は、生産年齢人口が減少すると、高齢者を支えきれなくなる

仙台市

千葉市

東京23区

新潟市

浜松市

京都市

大阪市

北九州市

札幌市

さいたま市横浜市

川崎市

相模原市

静岡市

名古屋市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

福岡市

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5
（人）

（千円）

高齢者１人を支える生産年齢人口（多いほど良）

１
人
当
り
老
人
医
療
費
（
少
な
い
ほ
ど
良
）

相対的に厳しいグループ 生産年齢人口が減少すると負担が
増すグループ

医療費が上がると負担が増すグループ 相対的に健全なグループ

20都市平均費用

20都市平均人数

2007年　１人当たり老人医療費と高齢者１人を支える生産年齢人口

資料：厚生労働省「老人医療事業報告」平成19年度、住民基本台帳登録人口 平成19年

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●高齢化率を見ると、2005年時点で都心エリアにも20％以上の高齢化率の地区が多数出現

資料：2005年国勢調査 (注）GIS分析は福岡市による

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●福岡市では、高齢者のいる世帯において、単独世帯の割合が急増中

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●賃貸住宅に、ひとり暮らしする高齢者の心配・悩みの上位には「経済的なこと」
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（％）

独居・持ち家(n=252) 独居・賃貸(n=326)

65歳以上の単身世帯における住居形態別にみた心配事や悩み事

資料：福岡市保健福祉局「平成22年度　福岡市高齢者実態調査」より集計

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●この２５年で、高齢者のいる世帯割合は増加、６歳未満の子がいる世帯割合は減少
●６歳未満の子のいる世帯割合は減少したが、世帯数は、この15年では増加傾向

＊子どもの数は減少したが、子を持つ親は減少していない

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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福岡市の6歳未満親族のいる世帯数推移
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資料：国勢調査
(注)2010年は1％抽出による速報値
(注)2010年は親族以外も含む対象世帯員のいる世帯数
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資料：国勢調査
(注)2010年は1％抽出による速報値
(注)2010年は親族以外も含む世帯数

福岡市の世帯総数の推移と
6歳未満・65歳以上の親族のいる世帯割合の推移

(世帯) (％)



34

●福岡市では、女性が子育て時期に仕事を持たない、Ｍ字型労働スタイルが見られる
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潜在的労働力率 労働力率

女性の年齢階級別労働力率・潜在的労働力率（福岡市）

資料：福岡市「男女共同参画基本計画（第2次）」平成23年2月発行

（注）総務省 平成19年就業構造基本調査を基に作成されたもの

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●日本女性のエンパワーメント指数の低さは、先進国では群を抜いている

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

資料：福岡市「男女共同参画基本計画（第2次）」2011年2月
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●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●多くの観光客が訪れる福岡は、外から来た人へのユニバーサルデザインも重要

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

鹿児島県

宮 崎 県

熊 本 県

大 分 県佐賀県

長 崎 県

●

沖 縄 県

41.1%福 岡 県

3.8%

4.3%

4.0%

2.6%

2.0%

2.2%

0.9%

6.5%関 東 地 方

4.2%東海・中部地方

6.9%近 畿 地 方

中 国 地 方 8.5%

そ の 他 5.1%

海 外 7.9%

資料：福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1,247）

来福観光客の居住地域別割合(2010年）

※比較的割合が
低い四国、北陸、
東北、北海道は
「その他」に含
まれている。
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●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年7月3日西日本新聞夕刊 1985年8月11日西日本新聞朝刊 1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門
金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門
金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう

1986年2月21日
泉重千代が120歳で死去

（江戸時代生まれの人物が居なくなる）

1986年4月1日
男女雇用機会均等法施行

1986年11月12日
福岡市地下鉄箱崎線全通
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フォーラム資料のＷＥＢ公開

http://f-shinvision.jp

概ね翌週火曜日にはＵＰします


